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 要  旨 
音声認識技術の進歩により, カーナビゲーションシステムにおける音声案内や
人間と対話可能なロボットなどの実現が期待されている. しかし, 騒音や目的音
声以外の音声などが存在する場合の音声認識は難しい. 音声認識の前処理とし
て, 様々な音が混合した中から目的音声のみを抽出することができれば, 認識率
の向上が期待できる. 多くの場合, 混合過程に関する事前情報を得ることは難し
く,  マイクで観測した混合信号のみから, 目的音声を抽出することが必要とな
る. このような問題は, 一般にブラインド信号分離と呼ばれる.  
特に, 観測信号数が源信号数よりも少ない場合は, 劣決定ブラインド信号分離
と呼ばれ, 困難な問題である. この問題に対して, 源信号のスパース性に基づく
手法が, 近年盛んに研究されている. スパース性に基づいた手法では, 前処理と
して, 信号がよりスパースに表現される基底へ変換することが有効である. 音声
信号は, 時間的, 周波数的に局在していると考えられるので, 時間-周波数解析が
効果的である. 短時間フーリエ変換や離散ウェーブレット変換を用いた手法が提
案されているが, これらは, 解析対象の信号に対して適応的に分解能を設定する
ことはできない.   
そこで, 本研究では, 複素離散ウェーブレットにウェーブレットパケットを適
用した複素離散ウェーブレットパケットを用いる手法を提案する. これにより, 
可逆変換で位相と適応的な分解能をもつ時間-周波数解析が実現できる. また, 複
素離散ウェーブレットパケットで用いる基底を選択するために, 観測信号の比を
用いて源信号のスパース性を陽に測る基準による最良基底アルゴリズムを提案す
る. 複素離散ウェーブレットにウェーブレットパケットをそのまま適用すると, 
その重要な性質であるシフト不変性は保存されない. この問題に対して, ウェー
ブレットパケットにおけるツースケール数列を別のツースケール数列に置き換え
ることで, シフト不変性をもった複素離散ウェーブレットパケットを構成する手
法を提案する.  
音声を用いた劣決定ブラインド信号分離を行い, その結果から複素離散ウェー
ブレットに比べて, 複素離散ウェーブレットパケットを用いた手法の分離性能が
良いことを示す. 同時に, 提案する最良基底アルゴリズムとエントロピーの最小
化に基づく最良基底アルゴリズムの比較を行い, その結果より, 劣決定ブライン
ド信号分離に対しては, 提案する最良基底アルゴリズムの性能が良いことを示
す. 最後に, シフト不変性をもった複素離散ウェーブレットパケットと, シフト
不変性をもたない複素離散ウェーブレットパケットを比較して, 後者の方が優れ
ていることを示す. 
 
